
１月 20日 「どんど焼き 阪神淡路大震災から学ぶ 
－桜野地域の力－」 

 

先週の土曜日、青少協や PTA、地域の皆様による桜野地区、「どん

ど焼き」が行われました。晴天のもと、たくさんの人が訪れて大盛況

でした。６年生の年男、年女の８人により、左義長に火が点火される

と、勢いよく燃えて煙が天にのぼり、竹がどんどんと燃える音がしま

した。勢いよく燃えるほど、一年間、無病息災（病気にならず、大き

な災いもない）でいられるといわれています。今年の燃え方はたいへ

ん勢いが強く良かったです。そして、訪れた皆さんに桜野地区名物で

ある手作りのお雑煮が配られます。およそ２５００人分のお雑煮を

作るため、始業式の日から準備をされてきました。本当にありがとう

ございました。子供たちのためにという思いで、行われている地域行

事、これからも参加できると良いですね。 

さて、先週の金曜日 1月 17日は「阪神大震災」が発生した日です。

ちょうど今年は 30年を迎えています。発生したのは朝の５時 46分、

まだ大勢の人が寝ている時刻です。突然、震度６～７の大きな地震が

起き、多くの建物が壊れ、高速道路が倒れ、線路が曲がり、各地で火

災が起きました。亡くなった方は 6434人、壊れた建物は 25万棟、た

いへん大きな被害がでました。 

校長先生は、ちょうど先週の 17日、校長先生方の研修会で地震が

発生した兵庫県に行っていました。地震を経験した人の話を聞いた

り、現地の学校に行ったり、防災館を見学したりしました。その現地

で感じたこと、思ったことを皆さんに話します。 

まず、震災が起きたときは、一人では何もできない。皆で助け合う

ことが大切であること。困ったときや苦しいときこそ、周りの人から

の励ましや労りがとても嬉しかったと、被災された方々は言ってい

ました。 

次に、震災を教訓として、次の震災に備えることが大切。例えば、

防災用の持ち物（簡易トイレ、食事、水、懐中電灯など）、避難場所

の確認、家の中の物が倒れてこないか落ちてこないかなど、準備して



おくことが大切です。 

最後に地域の人とのつながりを作っておくことが大切です。皆さ

んの家の近所のお互いの顔や名前などを知っておくと、いざという

とき便利に働きます。皆さんのご両親が家にいないとき地震が発生

しても、近所の方に助けてもらうことができます。そのためにも、近

所の方にはすすんで挨拶をしておくとよいと思います。 

 

今週は、多目的ホールで書初め展が行われます。書初めは日本の伝

統的な取組です。手本に向き合い、しっかりとした文字を書くことに

よって、この１年を充実させようという気持ちにつながります。皆さ

んの気持ちがこもった書初め展をたいへん楽しみにしています。皆

さんも、他の学年の作品から、文字の力強さ、美しさ、字に込めた思

いを感じていきましょう。 


